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福
井
。
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡

所
在
地
　
　
　
福
井
市
叛
戸
ノ
内
町
字
中
惣

調
査
期
間
　
　
第
六
八
次
調
査
　
一
九
九
〇
年

（平
２
）
四
月
を

一
二
月

発
掘
機
関
　
　
福
井
県
立
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館

調
査
担
当
者
　
水
野
和
雄

・
岩
田
　
隆

・
吉
岡
泰
英

。
南
洋

一
郎

・

佐
藤
　
圭

。
月
輪
　
泰

遺
跡
の
種
類
　
城
館
跡

・
城
下
町
跡

遺
跡
の
年
代
　
戦
国
時
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一
乗
谷
は
戦
国
大
名
越
前
朝
倉
氏
の
城
下
町
で
、
中
世
近
衛
家
領
宇
坂
庄
に

あ
す

わ

属
し
足
羽
郡
の
東
端
に
位
置
し

た
。
当
館
で
は
、
館

・
武
家
屋

敷

・
寺
院

・
町
屋
な
ど
、
城
下

町
の
主
要
部
分
を
計
画
的
に
発

掘
調
査
し
て
い
る
。
昨
年
度
は
、

朝
倉
義
景
の
い
と
こ
で

（京
都

大
学
文
学
部
附
属
博
物
館
所
蔵
壬

生
家
文
書

『朝
倉
家
伝
記
し
、　
大

野
郡
司
と
し
て
朝
倉
氏
の
同
名

衆
に
高
い
地
位
を
占
め
た
朝
倉
景
鏡
の
屋
敷
と
伝
え
ら
れ
る
場
所
（城
戸
ノ
内
町

字
中
惣
）
を
発
掘
し
た
。　
当
地
区
に
つ
い
て
は
す
で
に

一
九
八
二
年
に
県
道
改

良
工
事
の
た
め
部
分
的
に
発
掘
調
査
を
行
な
っ
て
お
り

（第
四
三
次
調
査
）
、　
調

査
区
の
南
北
端
に
濠
が
確
認
さ
れ
、
北
側
の
濠
か
ら
漆
椀
や
曲
物
、
下
駄
、

一

節
切
な
ど
の
木
製
品
が
出
上
し
て
い
る
。
今
回
は
こ
の
県
道
の
東
側
約
二
八
〇

〇
ゴ
を
調
査
し
た
。
調
査
の
結
果
、
大
規
模
な
石
敷
建
物

一
棟

・
礎
石
建
物
四

棟

・
土
塁
な
ど
を
検
出
し
、
南
北
九
六
ｍ
、
東
西
推
定
約
六
〇
ｍ
の
屋
敷
地
に
、

濠
が
め
ぐ
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
の
屋
敷
の
北
側
に
あ
る
東
西
方
向

に
走
る
濠
（幅
五
ｍ
、
深
さ
一
・
七
じ

か
ら
、
陶
磁
器
や
完
形
の
漆
椀

・
小
形
曲

物

・
雪
下
駄

・
刀
形

。
木
刀
な
ど
の
木
製
品
と
と
も
に
、
梵
字
を
記
し
た
卒
塔

婆
二
点
が
出
上
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω
　
・
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玲
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・
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(永平寺・大野)



出
土
し
た
二
点
は
と
も
に
断
片
で
あ
る
。
ω
は
二
つ
に
割
れ
、
さ
ら
に
端
を

さ
い
た
あ
と
が
あ
る
。
表
の
面
は
明
瞭
に
種
子
が
確
認
で
き
る
。
卒
塔
婆
は
も

う

一
点
出
上
し
て
い
る
が
、
墨
痕
は
ご
く
部
分
的
で
判
読
で
き
な
い
。

９
　
関
係
文
献

福
井
県
立
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
『特
別
史
跡
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
　
一
九
九

〇
』
（
一
九
九

一
年
）

（佐
藤
　
圭
）

木

簡

研

究

第
一
留

巻
頭
言
―
―
木
簡
学
会
の
十
年
十
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
　
秀
三
郎

一
九
八
七
年
出
上
の
木
簡

概
要
　
平
城
官

・
京
跡
　
興
福
寺
勅
使
坊
門
跡
下
層
　
藤
原
官
跡
　
藤
原
京
跡

藤
原
京
左
京
九
条
三
坊
　
紀
寺
跡
　
長
岡
宮
跡
　
長
岡
宮

・
京
跡
　
鳥
羽
離
宮

跡
　
千
代
川
遺
跡
　
矢
谷
遺
跡
　
大
坂
城
跡
ω
　
大
坂
城
跡
②
　
梶
原
南
遺
跡

宅
原
遺
跡

（豊
浦
地
区
）

長
田
神
社
境
内
遺
跡
　
書
写
坂
本
城
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砂
入
遺

跡
　
杉
垣
内
遺
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清
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城
下
町
遺
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岩
倉
城
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勝
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苅
安
資

遺
跡
　
山
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町
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目

一
〇
七
番
地
点
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町
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田
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跡
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相
寺
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跡
　
妙
楽
寺
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釜
測
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南
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舘
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楯
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跡
　
手
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水
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角
谷
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江
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芥
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戸
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軒
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延
行
条
里
遺
跡
　
長
門
国
分
寺
跡
　
安
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定

地
　
博
多
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群

（築
港
線
関
係
第
二
次
調
査
）

吉
野
ケ
里
遺
跡
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本
告

牟
田
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一
九
七
七
年
以
前
出
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の
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（
一
〇
）

平
城
宮
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（第
四
四
次
）

中
世
木
簡
の
一
形
態
―
―
山
札
・茅
札
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書
―
―
　
　
　
　
石

井
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「
日
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よ
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工
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簡
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報
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